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１．はじめに 
国内では、平成 17 年の食育基本法の成立に伴って食育推進の気運が高まっており、
あらゆる年齢層において積極的に食育が推進されているが、高校生を対象にした食育の
実践報告は少ない。一方で、高校生の食に起因する健康上の問題点が指摘されており、
食生活上の課題の改善を中心とした食育の推進が望まれる。 
本研究では、米沢市内にある九里学園高校の第１学年を対象にした食育に取り組んで
いる。 
 
２．経過 
 ○平成 28 年度： 
生活習慣調査の実施（1 年生 206 名） 
体験型栄養教育システム「食育 SAT（サッと）システム」（SAT）による食事診断（1
年生 65 名）※ 
 ○平成 29 年度： 
   生活習慣調査結果の分析、問題点の抽出 
 ○平成 30 年度： 
   養護教諭を中心とした個人教育、あるいは集団教育 
 
３．実施方法（※SAT による食事診断） 
食事診断の実施前に大学が献立リストを作成し、生徒には事前に夕食に食べることを
想定してリストから献立を選んでもらった。診断当日、生徒は配布済みの献立リストを
見ながらフードモデルをトレーにのせてセンサーボックスまで運び、SAT 専用ソフトで
自動的に診断を行った。プリントアウトした診断結果は生徒個人に返却し、各自で内容
を確認してもらった。  
 
４．結果の公表 
  実施内容と結果の詳細は、本学紀要第 3 号（17～25 頁）に掲載した。 
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1. 目的 
 食用菊モッテノホカには微弱ではあるが、神経細胞の軸索伸長作用が確認されており、この作
用にルテオリンの関与が示唆されている(eCAM 2013)。そして、我々は動物実験からルテオリン摂
取は抗ストレス作用を有することを確認している (17th World Congress of Food Science & 
Technology; 2014)。運動も適切な運動強度で実施すれば、身体機能向上だけでなく脳の情動機能に
も作用し抗うつ、抗不安作用を促進することが報告されている。しかし、これまでにルテオリン
摂取及び運動の単独及びその併用が情動機能に与える影響については不明な点が多い。本研究は
ルテオリン摂取と運動の併用が情動機能や脳神経活動に対して相乗効果を示すという仮説を設定
し、ストレス環境飼育を用いてルテオリン摂取と運動による抗うつ・抗不安作用を検討する。
2. 方法 
 実験動物は ICR 雄マウス 7 週齢 36 匹を用いた。実験条件は４条件とした（運動無し・標準食、
運動無し・ルテオリン、運動有り・標準食、運動有り・ルテオリン）。飼育は 3週間のストレス環
境飼育を行った。運動有り条件のグループは、低強度のトレッドミル走を週 4 日の頻度で実施し
た。運動無し条件は、運動有り条件と同時間トレッドミル上にマウスを置いた。実験飼料は、標
準食では市販の AIN-93M の粉末を使用し、ルテオリン食は AIN-93M の粉末にルテオリン添加が
0.6%になるよう配合した餌を作成した。行動テストは、Tail suspension test（尾懸垂試験）と
Elevated plus maze（高架十字迷路）を実施した。 
 
3. 結果 
 飼育期間中の体重及び飼料摂取量、飲水量は各グループ間に差異は認められなかった。尾懸垂
試験時間中の静止時間（長いと鬱の傾向が高い）は、運動無し・ルテオリン→運動なし・標準食
→運動有り・標準食→運動有り・ルテオリンの順で減少したが条件間の差異は認められなかった。
高架十字迷路におけるオープンアーム滞在時間（長いと不安が低い）は、運動なし・標準食→運
動無し・ルテオリン→運動有り・標準食→運動有り・ルテオリンの順で増加し、運動なし・標準
食と運動有り・ルテオリンとの間に有意差が認められた。 
 
4. 考察 
 ルテオリン摂取と運動は、それぞれの単独作用よりも併用により慢性ストレス環境下でのスト
レス反応を減弱させ、抗不安作用を高めると推察される。 
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